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東京霞ヶ関の農林水産省の庁舎内では、消費者の方か
らの農林水産行政、食料、食生活等についてのご相談を
受けるため「消費者の部屋」が設置されています。

この「消費者の部屋」は相談窓口であるだけなく、農林
水産業に関する話題について週替りで展示を行っていま
す。８月27日（月）〜 31日（金）の週はバイオテクノロジー
がつくる未来」というテーマで展示が行われ、独立行政法
人の研究所や県などから研究成果等の紹介がされました。

農業環境技術研究所からは、30日〜 31日の二日間に

研究成果紹介展示を行うとともに30日は「ダイズとツルマ
メのおはなし」というテーマでの出前講座を行いました。

研究成果は様々なイベントでも紹介しているもので
すが、夏休み期間でもあり、新しい知見を追加してパネ
ルのリニューアルを行ったうえ新しい展示物も加えるな
ど、より一般の方にわかりやすくなるよう工夫しました。
また説明に研究者を配置したため、一般消費者との意見
交流などもできた貴重な機会となりました。

（広報情報室広報グループ）

農林水産省「消費者の部屋」特別展示「バイオテクノロジーがつくる未来」

小中学校の夏休み期間中にあたる７月25日（水）、８
月８日（水）、８月22日（水）に、農業環境技術研究所では、

「つくばちびっ子博士2007」を実施しました。
「つくばちびっ子博士」は、子どもたちに科学のおもし

ろさを体験し、科学技術に関心を持ってもらうことを目
的として全国の小中学生を対象に、つくば市などが主催
しつくば市内の研究機関や大学の協力で行われている催
しです。

農業環境技術研究所では、「昆虫採集教室」を７月25
日に、「農業環境インベントリー展示館」の見学を８月８
日・22日に行い、期間中の合計で205人の参加者（小中
学生のみ）を迎えました。
「昆虫採集教室」では、研究所の昆虫関係の研究者有志

の指導で、構内で昆虫採集を行ったあと、図鑑等を使っ
ての名前調べと標本作りを行いました。

また、「展示館見学」では土壌・微生物・昆虫・肥料の標本、
煙害資料の各展示室にそれぞれ説明者を配置しての説明
案内を行い、農業と環境について学んでもらいました。
「昆虫採集教室」は指導者の人数に限りがあるため事前

予約定員制としましたが、「展示館見学」は予定時間内で

あれば随時受付けし、15分おきに展示館に案内するとい
う方法をとりました。展示室では質問が集中して次の部
屋に移動する前に次の見学者が案内されてきたりとなか
なかの盛況ぶりでした。

ちびっ子博士参加者は、全機関でのべ４万人を超え
たそうです。９回の開催を終え、すっかり定着した感の
ある「つくばちびっ子博士」。対象は全国ですので、ぜひ
夏休みにはつくば市においでください。農業環境技術研
究所のプログラムはウェブサイト（http://www.niaes.
affrc.go.jp/）でご案内する予定です。

（広報情報室広報グループ）

つくばちびっ子博士２００７の開催〜昆虫採集教室と展示館見学〜

昆虫採集教室 展示館見学

７月28日土曜日、つくばリサーチギャラリーの夏休
みのイベント「夏休み公開」に、農業環境技術研究所は「身
近な外来植物を調べよう」を出展しました。このイベン
トは、農業・食品産業技術総合研究機構の中央農業研究
センター、作物研究所、野菜茶業研究所が中心に行うイ
ベントですが、筑波農林研究団地のほかの研究所も趣向
を凝らした企画で協力しています。

農環研で研究中の要注意外来植物など数十点の鉢が展
示された「身近な外来植物を調べよう」コーナーは、ま
るでジャングルと化したかのようでした。メイン会場か
ら少々離れた屋外のコーナーだったため、見学者はやや
少なめだったものの、珍しい植物や見慣れているのに外
来である植物など様々な外来植物に興味を惹かれる方が

多かったのか、準備していた資料はすっかりなくなって
しまいました。

（広報情報室広報グループ）

つくばリサーチギャラリー夏休み公開への参加

在来のミヤコグサ 外来のミヤコグサ
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